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【要 旨】
本学初等教育科では初年次教育として平成２３年度新規開講科目に「基礎演習（幼児教育）」

を開講した。初年次教育である「基礎演習」は短期大学における２年間の在学期間で、高
度な資格取得のための専門的職業教育を行うための能動的で自律的な学習態度への転換を
図る基盤となる科目である。本稿では、「基礎演習」の実践について報告するとともに、
その教育効果について最終回の授業で用いたワークシートの記述から操作的定義によるカ
テゴリーによる度数の分析によって検証を行った。その結果、「基礎演習」の「到達目標」
は達成されたと考えられた。初年次教育である「基礎演習」の充実を図るために、今後も
定量的な検証や「基礎演習」担当教員に対する調査などから実施に係る課題などを検討す
る必要があるだろう。
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１．短期大学における初年次教育

我が国においては、急速な少子高齢化社会へ
の移行により、高等学校卒業者数の減少が進ん
でおり、大学をはじめとする高等教育の入学者
を巡る状況は厳しさを増す一方である。このこ
とにより、これまでは大学や短期大学に入学し
てこなかった層が、大量に大学へ進学するよう
になったことや、核家族化の進行による家庭教
育や地域共同体の消失による地域の教育力の変

容などの要因から、大学での教育に適応できな
い学生が増加しているといわれている。そのた
め、学生の大学教育への適応不全への包括的な
対応として大学入学後の最初の１年間の教育に
実施される「初年次教育（First-Year Experi-
ence）」がほぼすべての大学で導入されるとい
う状況になっている１）。
「初年次教育」という概念を巡っては、我が

国においては開始された当初から様々な変遷を
経てきているが、友野２）によれば現在では概ね
次のように整理されている。
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① 学生生活や学習習慣などの自己管理能力を
つくる（レポートやノートの提出等を通じて）

② 高等学校教育までに習得しておくべき不足
分を補習する（リメディアル教育等を通じて）

③ 大学という教育の場を理解する（オリエン
テーション、自校教育等を通じて）

④ 人としての守るべき規範を理解させる（オ
リエンテーション、講義・演習等を通じて）

⑤ 大学における新たな人間関係を構築する
（グループ学習、合宿等を通じて）

⑥ レポートの書き方、文献探索方法など、大
学で学ぶためのスタディスキルやアカデミッ
クスキルを獲得する（講義・演習等を通じて）

⑦ クリティカルシンキング、コミュニケー
ション力など大学で学ぶための思考方法を身
に付ける（講義・演習等を通じて）

⑧ 高等学校教育までの受動的な学習から、能
動的で自律的な学習態度への転換を図る（講
義・演習等を通じて）
２００８年に出された中央教育審議会答申「学士
課程教育の構築に向けて」３）においては「高等
学校や他大学からの円滑な移行を図り、学習お
よび人格的な成長に向け、大学での学問的・社
会的な諸経験を成功させるべく、主に新入生を
対象に総合的につくられた教育プログラム」と
して、その重要性が指摘され、各大学が取り組
むべきこととして「学びの動機付けや習慣形成
に向けて初年次教育の導入・充実を図り、学士
課程全体の中で適切に位置づける」と、学士課
程教育の中での位置づけまでも答申されてい
る。
２００１年に私学高等研究所が私立大学全学部を
対象に行った「私立大学における一年次教育に
関する調査」４）によれば、初年次教育の実施率
は、８０．９％にも達している。その後、２００７年に
国公私立４年制大学の全学部を対象に国立教育
政策研究所が行った包括的な質問紙調査である
「大学における初年次教育に関する調査」５）で
は、スタディスキル系の初年次教育の実施率
は、９０．２％に及んでいる６）。このような状況の
中で、４年制大学では、主には教養教育を司る
部門によって初年次教育の実践がさまざまに展

開されるとともにその効果について検証が行わ
れている。
しかし、これはすべて４年制大学を対象とし

たものが主であり、すくなくとも入学者を巡る
状況においては高等教育を同じように担う教育
機関として短期大学も同様であるか、むしろよ
り厳しい状況にあると考えられるにもかかわら
ず、初年次教育の実施率の調査すら、皆無に近
い状況である。
これは、短期大学においては基本的な在学期

間が２年間と４年制大学の半分という短い期間
の中で、高度な資格取得のための専門的職業教
育を行うことが多いため、カリキュラム上の制
約が厳しいことから、初年次教育を新たに導入
することにためらってしまうことが大きな要因
として想定されてきた。
ところが、九州地区の保育士養成校に対する

初年次教育に関する調査をした仲嶺ら７）によれ
ば、何らかの初年次教育を行っている保育士養
成校は１００％であり、「初年次教育に係る特定の
講義・演習」を設定している保育士養成校は８
割となっていることが分かっている。調査対象
校となった保育士養成校の大部分が短期大学で
あることを考えると相当数の短期大学が実施し
ていると考えられる。また、短期大学における
初年次教育にかかる実践報告や研究論文も見ら
れるようになってきた８）～１２）。
例えば、九州北部の九つの短期大学において

は、「短期大学コンソーシアム九州」が結成さ
れ、共同で「初年次教育」の実態調査や研究開
発がなされている１３）。また、鹿児島県において
は、鹿児島県内の１２大学・短期大学・高等専門
学校の教員が共働で初年次教育「かごしまカ
レッジ教育」を開発・実施し、短期大学も入っ
た共同による初年次教育を行うなどの現状もあ
る１４）。

２．初等教育科における「基礎演習」の実施

（１）「基礎演習」のコンセプト
このような状況を踏まえ、本学初等教育科に

おいても平成２３年度前期において「基礎演習（幼
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児教育）」という必修１単位の演習科目を開講
することになった（以下、「基礎演習」とする）。
それは、近年の学生の国語の読み書き能力の低
下や保育者・教師として大切な人間関係形成能
力の低下、学生の規範意識やマナーの低下が、
関係者より経験的に語られることが多くなった
ことが直接の契機としてある。また、GPAの
導入による客観的な評価システムにより単位認
定の厳格化が図られていることもある。
学科内におけるカリキュラム検討委員会や教

務委員による協議を踏まえ、学科会議によって
新規開講科目としての基礎演習のコンセプト
が、次のように決定され、短期大学における初
年次教育として開講されることになった。
◆ 「基礎演習」のコンセプト
短期大学での学習は、高等学校までの受動的

な学習と異なり、自らが課題を見つけ、課題を
解決していく能動的で自律的な学習が必要とな
る。本演習では、このような学習に必要なスタ
ディスキルであるノートテイキング、文章の要
約方法、レポートの書き方や、新しい人間関係
を形成するために必要なソーシャルスキルであ
るコミュニケーション力、表現力を、グループ
ワークによる幼児教育に係る諸課題に取り組む
演習を通して習得することを目指す。

つまり、本学初等教育科の「基礎演習」にお
いては、短期大学での学習に必要なスタディス
キルと短期大学での生活に必要なソーシャルス
キルを習得させることで、専門教育での学習に
活用させることを目指すことになる。その方法
としては、主に少人数によるグループワークに
よる協同学習を用いた課題解決学習を指向する
ことになる。

（２）「基礎演習」の目標と実施に係る基本的
な考え方

このコンセプトに基づき、シラバスとそれぞ
れの回の授業計画を作成する上での到達目標と
基本的考え方を次のとおりとした。これらの到
達目標や基本的考え方を設定するに当たって
は、橋本ら１５）、佐藤ら１６）及び佐藤１７）を参考にし

た。

◆ 到達目標
○ 短期大学での学習に必要とされるスタ
ディスキルを習得し、専門教育での学習に
活用することができる。

○ 短期大学での生活に必要とされるソー
シャルスキルを習得し、好ましい人間関係
を形成するために活用することができる。

○ グループで協調して、課題を解決するこ
とができる。

◆ 基本的考え方
① 講義はできるだけ少なくし、演習を中心
とした学習内容とする。
学習の基礎スキル（スタディスキル＆

ソーシャルスキル）の習得を目的としてい
ることから、講義はできる限り少なくし
て、学生が実際に活動することによって習
得するための演習を重視する。そして、そ
れを自己評価する時間を十分に確保する。
また、基礎スキルを定着させるために、授
業実施期間中に、そのスキルを複数回設定
する。

② 学習者の文脈に合わせる。
学習の基礎スキルだけを取り出しても、

定着は困難と言われている。学習者の文脈
に合わせて扱う教材や課題を選定する必要
があることから、保育や幼稚園、小学校教
育に係る教材や課題を取り扱う。

③ 目標を明確にする。
学習の基礎スキルを学ぶ必要性を確認

し、体験することが目標となってしまい
「楽しかった」レベルで授業を終わらせな
いために、毎回の授業の冒頭で必ず学習目
標を提示・確認し、授業の見通しをもたせ
る。

④ 振り返りの機会をつくる。
学習の基礎スキルを定着させるために、

授業の冒頭で示した学習目標に応じて、何
が理解できて、何が理解できなかったかを
自覚するために、振り返りシートの記入な
ど毎回の授業の終了前の１０分程度を振り返
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りの時間として確保する。
⑤ 学習規律を徹底させ、授業時間外学習を
促進させる。
遅刻（５分までを除く）・途中退室（や

むを得ない事情は除く）・欠席（欠席届を
事前に提出した場合は除く）及び授業中の
私語・携帯・飲食を厳禁とし、違反者に対
しては即時退室を指示することで、学習規
律の厳守を徹底し、宿題を課すことで授業
時間外学習を促進させる。

⑥ 以上を実現させるために、資料などとと
もに、毎回ワークシートに授業内容を聞き
取らせ（ノートテイク）、提出させて、各
クラス担当教員が添削をして、次の回に返
却する。提出された内容に不備がある場合
は再提出させることもある。

（３）「基礎演習」の学習集団
さらに、教育効果を上げるために、学習集団

の編制についても少人数による編制を基本原則
として、「基礎演習」のための「基礎演習クラ
ス」と呼ぶ学生数１８名～１９名の学習集団の編制
を学科内横断型で行い９クラスを編制し、「基
礎演習」担当者を、それぞれの「基礎演習クラ
ス」担当教員として位置づけ、一貫したきめ細
かな指導を行えるようにした。
「基礎演習」第１回から第３回までは、学生

全員（１６７名）に対する一斉指導で行い、次の
第４回から第６回までは、３グループに分けて
指導し、各授業メニューをローテーションする
ことが行った。第７回から第９回は、５月下旬
に実施される初等教育科１年全員を対象とした
「コミュニケーション合宿」内での実施とした。
第１０回から第１４回までは各「基礎演習クラス」
ごとに分かれて、授業内容は共通として、それ
ぞれ別教室で実施した（ただし、第１２回につい
ては視聴覚機器設備の都合上、学生全員に対す
る一斉指導となった）。第１５回は、プレゼン
テーションの全体発表と最後の振り返りのため
に学生全員に対する一斉指導を行った。このよ
うに少人数の「基礎演習クラス」による展開を
原則としながらも、授業の目的や時期に応じた

学習集団の形態となるように柔軟な編制を行っ
た。
「基礎演習クラス」内で、さらに４～５名の

学生による学習グループを編制してグループ
ワークを行うようにした。このグループは基礎
演習第３回のアイスブレイク「運命共同体」で
編制し、残りの回におけるグループワークで同
じグループ編制となるように固定した。

（４）「基礎演習」の内容
「到達目標」と「基本的考え方」を基に、全

１５回の授業を表１に示すようにデザインした。
コースデザインにあたっては、橋本ら１１）、佐藤
ら１２）及び佐藤１３）を参考にした。

（５）「基礎演習」の評価
「到達目標」と「基本的考え方」に基づき、

原則、毎授業回ごとにワークシートを配付し
て、授業内容を聞き取らせてワークシートに記
述させた（ノートテイク）上で、「基礎演習ク
ラス」担当教員に提出させた。「基礎演習クラ
ス」担当教員は、提出されたワークシートの添
削とコメント欄への記入を行い、次の授業回の
冒頭に返却した。提出されたワークシートの内
容に不備がある場合は再提出させた。
毎授業回で配付された資料とワークシートな

どの成果物は、学生にクリアブック等でまとめ
ておくように指示しポートフォリオを作成させ
て、最終回に提出させた。
「基礎演習」のコンセプトと「到達目標」か

ら、試験などによる評価はなじまないと判断
し、表２にあるように学生による成果物による
評価を重視した。評価は「基礎演習クラス」担
当教員が行った。
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授業回 授業内容 学習集団

第１回

・オリエンテーション

・アイスブレイク「バースデイ・リング」

・大学でのノートのとり方

・大学の授業～講義と演習の違い

全員一斉

第２回 ・日本語能力基礎調査※１ 全員一斉

第３回
・アイスブレイク「運命共同体」

・学長講演「別府大学短期大学部とは～建学の精神」
全員一斉

第４回
・敬語の基礎－基本ルールをマスターしよう※２

・ロールプレイング「敬語を使ってみよう」
３グループ

第５回
・アイスブレイク「アクティブ・リスニング」

・連絡メモの作成－５W１Hでチェックしよう※２
３グループ

第６回 ・図書館活用法－図書館で資料を探そう※２ ３グループ

第７回

・アイスブレイク「紙芝居をあそぶ－へびくんのおさんぽ」

・紙あそび芝居とは

・グループワーク「オリジナル紙芝居に挑戦！その１」※３

全員一斉

第８回 ・グループワーク「オリジナル紙芝居に挑戦！その２」※４ 演習クラス

第９回 ・グループワーク「オリジナル紙芝居を発表しよう！」※４ 全員一斉

第１０回 ・大学におけるレポート作成法※５ 演習クラス

第１１回
・アイデア発散・収束法

・グループワーク「KJ法－新聞紙の新たな用途」
演習クラス

第１２回 ・グループワーク「ニュース映像を見て要約文を作成する」※６ 演習クラス※７

第１３回
・プレゼンテーション作成法

・グループワーク「プレゼンテーション作成 その１」※８
演習クラス

第１４回 ・グループワーク「プレゼンテーション作成 その２」※８ 演習クラス

第１５回
・プレゼンテーション全体発表会※９

・基礎演習全体の振り返り
全員一斉

表１ 各授業回における授業内容と学習集団の形態

※１ 学生の入学直後での日本語能力の実態把握を目的に行った。「基礎演習」等の指導に生かすとともに学生の目的意識を明
確にするために、特定非営利法人「英語運用能力評価協会」が作成・実施している「日本語能力基礎調査」を実施した。

※２ 「図書館活用法」の実施において、図書館側の受け入れ人数に制限があるため「基礎演習クラス」９クラスを３グループ
に分けて、３回分の授業内容をローテーションで実施した。よって、グループによっては授業の順番が異なる。

※３ 初等教育科１年全員を対象とした「コミュニケーション合宿」における「基礎演習」第８回及び第９回実施のための事前
の準備を行うための演習として設定した。

※４ 初等教育科１年全員を対象とした「コミュニケーション合宿」の期間で実施した。
※５ レポートの主題については各「基礎演習クラス」ごとに異なったものとし、授業実施後６日後までのレポート提出を義務

づけた。
※６ ニュース映像として日本テレビ系列「NEWS ZERO」が平成２３年６月８日に放映した「どうケア？ 子どもたちの心に

震災の傷」を使用した。
※７ 各「基礎演習クラス」が用いている教室すべてにニュース映像を視聴するための視聴覚機材がないことから、視聴におい

ては学生全員一斉に行った。グループワークは「基礎演習クラス」ごとに行った。
※８ プレゼンテーションの主題については、各「基礎演習クラス」ごとに異なったものとし、学生全員が１年次前期に必修と

して履修している「保育者論」、「発達心理学」、「保育内容Ⅱ」、「保育内容Ⅳ」から各科目の担当者から聴取して設定した。
※９ グループワークでプレゼンテーションを作成していることから、各「基礎演習クラス」ごとに４本のプレゼンテーション

が作成されている。その中から互いに推薦をして、「基礎演習クラス」代表として１本ずつ計９本を全体で発表した。それ
ぞれの主題は※８にあるように異なっていることから互いのクラスで調査した内容を知ることができるようになっている。
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ノートの取り方

５Ｗ１Ｈのメモ作成法

グループワーク

思考法

アイデア発散・収束法

図書館活用法

敬語の使い方

将来のこと

要約文の作成

プレゼンテーション

基礎知識の理解

レポート作成法

アイスブレイク

大学生活

その他

表３ スキル・方法のカテゴリー

３．教育効果

（１）教育効果を測定するために
「基礎演習」の最終回の授業になる第１５回の

授業において「基礎演習全体の振り返り」を行っ
た。第１回でも提示した「基礎演習」の「到達
目標」を再度提示し、ワークシートにその到達
目標を記入させた後に、次の３項目について学
生に個人で記入させた。
① これまでの基礎演習の授業で、あなたは何
を学ぶことができましたか。

② 基礎演習の授業を受ける前と、受けた後
で、あなたが変わったことは何ですか。

③ あなたは、基礎演習の授業で学んだこと
を、これからの学生生活や将来の生活にどの
ように生かしていきたいと考えますか。
①は基礎演習で何が理解及び習得ができたの

かを認識させ、②は、①で理解や習得できたこ
とにより態度や行動がどのように変化したのか
を認識させ、③は、①で理解や習得することに
よって②で変容した態度や行動を、これからの
学習や生活の中でどのように活用していくかの
かを問うている。
つまり、これらの項目における学生の記述内

容から、「基礎演習」が学生にもたらした教育
効果を測定することができると考えた。

（２）方法
まず、「基礎演習」第１５回で回収したワーク

シートから、本論文の共著者が「基礎演習クラ
ス」担当教員となっている３クラス分のワーク
シートを分析対象として抽出した。「基礎演習」
第１５回出席者１４８名の内、分析の対象となった
者は４７名（３２．２％）であった。元々「基礎演習
クラス」は初等教育科１年のクラスを横断的か

つ均等に編制していることから３クラスを分析
対象として代表させることにした。
次に、各質問項目ごとの記述内容を意味のか

たまりごとに分割し、各質問項目ごとにカテゴ
リーを操作的に設定した後、共著者３名で協議
を行い分割したかたまりを各カテゴリーに分類
した。
①においては、基本的には「基礎演習」で取

り上げたスキルや方法をカテゴリーとして設定
した。表３に示す。これらの語句があったり、
文の意味がこれらの語句を指していたりする場
合に、それぞれのカテゴリーに分類した。

②においては、①のスキルや方法に加え、ス
キルや方法を理解・習得した結果の行動変容が
見られるカテゴリーとして「コミュニケーショ
ン」（主に１対１の場面による意思の相互伝
達）、「発表の方法と態度」（主に１対不特定多
数の場面による意思の一方的な表明）、「思考
法」（考え方やまとめ方）、「将来のこと」（これ
からの自分のあり方）、「授業への態度」（授業
に対する姿勢）を設定した。
③においては、「内容」と「生かす場」の二

つのレベルのカテゴリーを設定した。「内容」

№ 評価方法 評価割合

１ 提出物 ８０％

２ グループワークへの参加態度 １０％

３ 発表における態度 １０％

表２ 評価方法と評価割合
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図１ これまでの基礎演習の授業で、あなたは何
を学ぶことができましたか

図２ 基礎演習の授業を受ける前と、受けた後で、
あなたが変わったことは何ですか。

については②と同様とした。「生かす場」とし
ては、「将来の生活」（これからの生活全般の中
で生かす）、「保育・教育現場」（卒業後の保
育・教育現場で生かす）「学校生活」（短大での
生活や学習の中で生かす、ただし実習はのぞ
く）、「実習」（短大での実習で生かす）といっ
たカテゴリーを設定した。

（３）結果と考察
① これまでの基礎演習の授業で、あなたは
何を学ぶことができましたか。
最も多かったカテゴリーは、「グループ

ワーク」の３４で、次に「ノートの取り方」
が１２、「アイデア発散・収束法」が１２の順
であった。以下、「５W１Hのメモ作成」、
「プレゼンテーション」と「基礎演習」で
取り上げたスタディスキルが続く。度数が
２以下のカテゴリーについては「その他」
とした。その結果を図１に示す。

「到達目標」として最後に挙げた目標に
最も関連が深い「グループワーク」が最も
多かったのは、「基礎演習」が成果を上げ
ているといえる。一つの目標に向かって他
者と協同して動くことで、新しい考え方や
意見を知ることができ、そのことが自分の
視野や知識を豊かなものにしていくことに
気付いたという記述が目立った。また、
「基礎演習」として取り上げたスタディス
キルも度数に多少はあるものの一通り挙げ
られており、スキルの理解・習得が行われ

ている様子がうかがえる。
② 基礎演習の授業を受ける前と、受けた後
で、あなたが変わったことは何ですか。
最も多かったカテゴリーは、「コミュニ

ケーション」と「ノートの取り方」の１８で、
次に「グループワーク」が１３の順であった。
以下、「要約文の作成」、「５W１Hのメモ
作成」と続く。その結果を図２に示す。
ソーシャルスキルの基本である「コミュ

ニケーション」行動の変化が最も多かった。
これは①で「グループワーク」が最も多かっ
たことに関連していると考えることができ
る。「グループワーク」は②においても次
に度数が多かった。グループワークを行う
ことで、コミュニケーションに対する態度
や行動が変容したと考えられる。スタディ
スキル系では、大学生活で用いることが多
いと推測される「ノートの取り方」や「要
約文の作成」において、「基礎演習」で理
解・習得したことを活用している様子がう
かがえる。

③ あなたは、基礎演習の授業で学んだこと
を、これからの学生生活や将来の生活にど
のように生かしていきたいと考えますか。
「内容」としては、最も多かったカテゴ

リーは、「グループワーク」が１６で、次に
「ノートの取り方」が１３、「敬語の使い方」
が９の順であった。以下、「コミュニケー
ション」、「５W１Hのメモ作成」と続く。
その結果を図３に示す。
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図３ あなたは、基礎演習の授業で学んだことを、
これからの学生生活や将来の生活にどのように
生かしていきたいと考えますか－「内容」

図４ あなたは、基礎演習の授業で学んだことを、
これからの学生生活や将来の生活にどのように
生かしていきたいと考えますか－「生かす場」

図５ 評価項目ごとの平均評定

「生かす場」としては、最も多かったカ
テゴリーは、「学生生活」の２５で、次に「将
来の生活」が１５、「保育・教育現場」が９
の順であった。図４に示す。

「学生生活」において「グループワーク」
といった協同的な活動を生かしていきたい
という結果になった。短期大学の学生生活
において他者と協同して学ぶことが大切で
あると気付くことができたといえる。たち
まちは学生生活で生かすというのは当然の
結果でもあろう。しかし、次に「将来の生
活」が挙げられていることから分かるよう
に、卒業後の社会人としての生活において
も活用したいという見通しをもつこともで
きている。意外に多かったのは、「実習」
である。学生生活の中でも、最初に社会人
としての行動が求められることを自覚して

いることの表れかもしれない。

「基礎演習」によって学生が「到達目標」を
達成している要因として推測できるのは、「基
本的考え方」の①及び②にあるように、グルー
プワークの技法など繰り返し同じスキルを用い
ていること、そして、③及び④にあるように、
毎回の授業の冒頭で目標を明確に示した後に、
授業の最後に必ず目標を再度、提示して振り返
りを行うことで、理解・習得すべきスキルなど
を改めて認識させたこと、さらに、教員のコメ
ントでスキルの定着を促したことなどであろ
う１７）、１８）。

４．学生による授業評価

「基礎演習」第１５回の終了後に、本学が「学
生による授業改善アンケート」として用いてい
る質問項目を援用して、「これからの基礎演習
を改善するためのアンケート」を実施した。評
価項目について表４に示す。いずれの評価項目
についても、「そう思う：５」から「そう思わ
ない：１」の５件法によって学生が評価を行った。
その結果、「基礎演習」第１５回出席者数１４８名

から未回答項目などがある２名をのぞいて、
１４６名の回答を有効回答（有効回答率９８．６％）
として得ることができた。本稿執筆時点におい
て、短期大学部初等教育科の平成２３年度前期授
業改善アンケートの結果が示されていないので
比較はできないが、参考として各評価項目の平
均評定を図５に示しておく。
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５．結論

本学初等教育科における初年次教育の実践と
して平成２３年度新規開講科目「基礎演習」の実
践について報告するとともに、実践による教育
効果について検証を行った。
履修した学生の内、約１／３の学生が「基礎

演習」の最終回で記入したワークシートの振り
返りの記述を分析した。それにより、「到達目
標」としてあげた３点の目標を達成しているこ
とが明らかとなった。また、学生による授業評
価アンケートの結果も参考として示した。
今後は、まずは「日本語基礎能力調査」の結

果などを活用して定量的に教育効果を測定する
ことが必要であろう。さらに、本学初等教育科
教員に対してアンケート調査をするなどして、
教員側からみた学生に対する教育効果を明らか
にするとともに、「基礎演習」担当教員に対す

るインタビューなどを行い、初等教育科におけ
る教育への影響や実施における課題も調査する
必要があると考える。初年次教育である「基礎
演習」は初等教育科の専門科目を履修する上で
基盤となる科目であるため、他の科目への影響
という視点からも教育効果を明らかにする必要
があると考える。また、「基礎演習」担当教員
は９名で構成されている。この９名が共通認識
をもって同じ内容で授業を実施する平準化には
さまざまな工夫が必要とされることから、実施
に係る課題を明らかにする必要もあるからであ
る。
初年次教育である「基礎演習」は短期大学に

おける２年間の在学期間という短い期間の中
で、高度な資格取得のための専門的職業教育を
行うための能動的で自律的な学習態度への転換
を図る基盤となる教育である。GPAやディプ
ロマーポリシーの策定による単位認定の厳格化
が求められる昨今において、短期大学における

１ この授業科目におけるあなた自身のことについて回答してください。

① シラバス（開講科目解説）をよく読んだ。

② この授業を休んだり遅刻しないで受講した。

③ 授業中に私語、いねむりやメールなどをせずに受講した。

④ 授業の内容について、参考文献を読むなど、授業時間外でも勉強した。

⑤ この授業内容の理解に努め、積極的に取り組んだ。

⑥ 授業の内容に関心を持ち、知識・技能を深める努力をした。

⑦ 総合的に見て、授業内容を理解できた。

２ この授業についてあなたがどのように感じているのか回答してください。

❶ シラバスを見てこの授業の教育目標を理解できた。

❷ シラバスが示す教育目標を達成できるような授業内容であった。

❸ 教材（テキスト・配付資料）、教具の利用は適切でわかりやすい授業であった。

❹ 板書の仕方や視聴覚機器による提示は効果的であった。

❺ 教員の話し方は、明瞭で聞き取りやすかった。

❻ 質問したり、意見が述べられるように配慮がなされていた。

❼ 教員の授業に対する熱意が感じられた。

❽ 教員は学びの環境を保つように私語や居眠り、メールなど注意していた。

❾ 教員は授業準備をていねいにし、わかりやすく説明した。

10 この授業は充実していて、満足できるものであった。

表４ 「これからの基礎演習を改善するためのアンケート」評価項目
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教育の質保証が必要とされる。その基盤として
の初年次教育として「基礎演習」の充実が重要
となってくるであろう。

【追記】

なお、「基礎演習」は本稿の共著者以外では、
本学初等教育科の次の先生方によって実施され
た。本稿の研究協力者として、次に記してお
く。
野村正則・仲嶺まり子・菅裕子・児玉元治・

伊藤佳代子・大塚守
また，「基礎演習」のコンセプトなど「基礎

演習」の構想では、本学初等教育科の後藤善友
先生に多大なる助言をいただいた。同じく研究
協力者として記しておく。
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